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個 別 注 記 表 
 

中津コスモス電機株式会社 

 

１．重要な会計方針に係る事項 

 (1)たな卸資産の評価基準及び評価方法 
評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。 
①商品及び製品、仕掛品、貯蔵品 先入先出法 
②原材料            移動平均法 

(2)固定資産の減価償却の方法 
①有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法（ただし、平成 10 年 4 月 1 日以降に取得した多獲物（建物附属設備を除く） 

並びに平成 28 年 4 月 1 日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法） 

によっております。 

なお、主な耐用年数は次のとおりです。 
建 物 及 び 構 築 物 8～45 年 
機 械 装 置 及 び 運 搬 具 8～10 年 

②無形固定資産（リース資産を除く） 
定額法を採用しております。 

③リース資産 
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 
リース期間を耐用年数とし、残存価格を零として算定する定額法によっております。 

(3)引当金の計上基準 
①賞与引当金 

従業員賞与の支払いに充てるため、賞与支給規定に基づき支給見込額の当事業年度負担   
額を基準として計上しております。 

②退職給付引当金 
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の

見込額に基づき、当会計期間において発生していると認められる額を計上しておりま

す。 
(4)消費税等の処理方法 

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．貸借対照表に関する注記 

(1)関係会社に対する金銭債権     短期金銭債権       84,438,620 円 

 

３．関連当事者との取引に関する注記 

親会社及び法人主要株主等 

種類 
会社等

の名称 

議決権等の

所有（被所

有）割合

（%） 

関連当事者との関係 取引の内容 
取引金額

（円）(注 6) 

取引により発生した債権又は債務 

科目 
当該事業年度末日に

おける残高(円） 

親会社 東京コ

スモス

電機㈱ 

（被所有）

直接

100.00% 

親会社製品の製造 

不動産の賃借 

資金の貸付 

役員の兼任 

原材料の販売 

(注 1) 

製品の受託加工 

(注 2) 

不動産の賃借   

（注 3） 

利息の受取（注 4） 

経営指導料等の受取

（注 5） 

448,892,765

419,648,066

25,690,620

219,000

11,160,000

売掛金 

 

売掛金 

 

― 

 

関係会社預け金 

未収入金 

40,512,018

43,926,602

―

30,000,000

930,000

（注1） 原材料の販売については、市場の実勢価格を勘案し、価格を決定しております。 

（注2） 製品の受託加工については、市場の実勢価格を勘案し、価格を決定しております。 

（注3） 不動産の賃借については、市場の実勢価格を勘案し、価格を決定しております。 

（注4） 預け金利息については、市場金利を勘案して決定しております。 

（注5） 経営指導料については、売上高、営業外収益及び会社の規模等を総合的に勘案して決定しております。 

（注6） 取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には消費税等を含めております。 

 

４．１株当たり情報に関する注記 

(1) １ 株 当 た り 純 資 産 額    986,561 円 49 銭 

(2) １株当たり当期純利益     77,751 円 74 銭 

 

５．重要な後発事象に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

６．当期純損益金額 

当期純利益    15,550,347 円 


